
東南アジア研究 20巻 3号 1982年12月

フローレス島中央部エンデ族における農耕サイクル,

および関連諸儀ネじ

中 川 敏**

TheAgriculturalCycleandRelatedRitualsamongtheEndenese

inCentralFlores*

SatoshiNAKAGAWA**

Themainaim orthispaperistodescribethe

agriculturalcycleand related ritualactivities

amongtheEndeneseincentralFlores,eastern
Indonesia.

1nthefirstthreesections,thesemantic員eld

which surroundsagrlCulttlralactivities is dis-

cussed. Section Onedealswith the typology

ofdry伝eldsinrelationtothewiderframework

orthetopographyorEnde. SectionTwodeals

with thetypology ofcropsand foods,with

emphasisonthespecialsignificanceattachedto
maizcandpaddy. lnsectionThree,theannual

climaticcycleisdescribedbothemicallyandin
termsoraneticmodeL SectionFourisdevoted

toabrierdescrlptlOnOrtheagrlCulturalcycle.

当論考 は,束 インドネシアの一民族エンデ

(Ende)族 (あるいは, 彼 らの 1人称単数の

代名詞 ja6を用いて, アタ ･ジャオ とも 呼

*当論文は,1981年 7月3日,京都大学東南アジ

ア研究センターで行われた WallaceaSeminar
で発表 したものに,若干の改訂を加えた もので

ある｡貢重なコメントを与えて下さった参加者

の方に深 く感謝 したい｡

Thispaperisarevisededitionoranorlglnal

essaypresentedattheWallaceaSe･minarheld

attheCenterforSoutheastAsianStudies,

KyotoUniversltyOnJuly3,1981. Theau-

thorexpresseshisappreciationtothosesem-

inarpartlClpantSWhomadecriticalcomments.

SectionFivepresentsastructuraland func-

tionalanalysisOfKa:Uwi,Oneoftherituals

ofthe agrlCulturalcycle. Sociologically,the

ritualexpressestheconsciousnessofpeoplewho

belongtogetherandconstituteadistinctgroup,

a ritualdomain (Jα〝α). Cosmologically,the

ritual,whichmarkstlleboundarybetween two

agrlCultural cycles,emphasizes liminality at

variouslevelsofclassification(discussedin the

preceedingsections).

Finally,theproblem ofthestructuraltrans-

formation orcorresponding rituals among a

numberofritualdomainsisraised,asasubject

forfurtheranalysis.

ばれ る)における焼畑耕作,およびそれに関

連す る諸儀礼 (nggua) の民族誌的 記述であ

る｡ 論考 は,農耕儀礼の クライマ ックスであ

る ｢カ- ･ウヴィ｣ と呼ばれる儀礼を何 らか

の形で説明す ることを最終 目標 として螺旋状

に進行 しつつ, さまざまな民族言志的事実を記

述 してい く, という構成を とる｡ ただ し,当

論考の 第 1の 目的は, あ くまで 記述的それ
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(即ち資料の提示 という目的)であ り,分析/

説明は,記述を統一するための道具であるこ

とを,まず明 らかにしておきたい｡

は じ め に

この葦では,エンデ族をとりま く地理 ･文

化 ･政治的環境の概説,および彼 らの農耕に

関する基本的事項について述べる｡エンデ族

の居住するフローレス (Flores)島は,インド

ネシア東部小スンダ列島内,ティモール (Ti-

mor)島の北西に 位置する, 面積約 17,000

km2 ほどの 小 さな島である｡ 部族の区分に

関 してはさまざまな問題があるが,便宜的に

分ければ,西か ら,マンガライ (Manggarai)

族, ンガダ (Ngada)族,ナゲ ･ケオ (Nage-

Keo)族,エンデ族, リオ (Lio)族, シッカ

(Sikka)族, そ して 言語的に ラマ ホ ロ ッ ト

(Lamaholot)として一括される東部 フローレ

スの諸部族, となろう｡ エンデ族,およびそ

れに隣接するナゲ ･ケオ族, リオ族の有する

諸言語は,一つの言語が有する三つの方言で

あるというほどに,近い関係にある｡ また,

文化的にも多 くのものを共有 してお り, この

地域 (中部 フローレス)を一つの文化領域 と

看倣す ことが可能である｡ このことは,当論

考最終章において,再びとりあげられる｡

現在,行政的には, フローレス島は五つの

県 (kabupaten)に分かれて いる｡ マンガラ

イ族の 住む マンガライ県, ンガダおよび ナ

ゲ ･ケオ族のンガダ県,エンデ族, リオ族の

住むエンデ県, シッカ族の住む シッカ県,お

よび東 フローレス県である｡

ほとんどのエンデ族は,焼畑耕作者である｡

主食 となるのはキャッサバ (uwiai)であ り,

商業作物 として重要なのは榔子である｡ ここ

で ｢主食｣ と呼んだのは, 人類学者の 目で

みての ｢主食｣ の意である｡ 彼 らに とって

キャッサバは,たとえ実際にそれにいかに依
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存 していようとも,新 しく導入された作物で,

儀礼的にはほとんど意味のないものである｡

儀礼的に最 も重要な作物は, まず稲 (are)で

あり, そ して とうもろこし (jawa),ヤム芋

(uwi)なのである｡ そのほかにもさまざまな

作物が栽培されているが,特にそのうちで重

要な ものには,かぼちゃ (b6si),巨大な一種

の瓜 (ia)などがある｡ そのほかに,- ト麦

(k66),芋の一種 (sura),豆 (mbue),莱 (orho),

ヒエ (pingga)等々が栽培 されている｡

I 焼 畑

まず,焼畑についてみてい くこととしよう｡

ここで,水田は全 く問題にな らない｡もちろ

ん, フローレス島全体 としてみれば,特に肥

沃で水の豊富な西部地方 (マンガライ, ンガ

ダ)あるいはエンデの東側の リオ族の もとに

おいて,すでにかな りの程度水田が普及 して

はいるのだが,エンデにおいては,現在まで

のところ,ほとんど水田は存在 していない｡

焼畑に対応する現地語 はウマ (uma)という｡

この最 も広い意味での ｢焼畑｣は,い くつか

のタイプに分類 される (表 1をみよ)0

一度森林を開いて焼畑にし,まわ りに頑丈

な柵をつ くり,最初に 1年性の作物 と同時に

多年性の作物 (榔子,バナナなど)を植え,

半永久的に 使用 してい く焼畑を kopo と呼

ぶ｡ ここには, とうもろこしやキャッサバ,

そ してまた種子などが植え られる｡

表 1 焼畑分類

uma

uma

l

kopo

umagbagha
umaku:

temporaldry丘elds,
usuallyfわrtwoyears
maize良rice

newlyopeneduma
second-year-uma

garden
palmtree,maize,
variouskindsof
beans,tuberous
plants,cassava,etc.
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一時的な焼畑 は総称 して umaと呼 ばれ

る｡ 森を開墾 して焼畑にする作業を ghagha

といい,そのようにしてできた焼畑,すなわ

ち 1年 目の焼畑を特に umaghaghaという｡

ここには, とうもろこしや稲,そのほかの雑

穀,野菜が植え られる｡ キャッサバは植えて

は な らないという｡ 収穫後の umaghagha

は,ku:と呼ばれる｡ それは放置されるか,

さもな くば もう1年 焼畑 と して 使 う (uma

ku:)0Kopo となる場合を除いて, 3年同じ

土地が続けて使われることはない｡ 7年か ら

10年の間隔をおいて,その土地は再び焼畑 と

して使われる｡

以上の記述か ら明 らかなように,表 1はあ

くまで,ある特定の一時点における焼畑の分

類を示 したもので,そこには時間的視点が欠

けていたことが理解されよう｡そ して,時間

的視点の導入により,ku:がいずれは2次林

に変化することか ら,表 1は文化 と自然 (村

と原生林) とを両極にもつ,空間的,あるい

は宇宙論的視点を予感 していたことが理解さ

れるはずである｡ それ ら全てを組み込むこと

によって完成させたのが,図 1である｡ 時間

軸を無祝 して,あ くまで空 間的 にみれ ば,

nua｢村落｣- kopo- umaghagha-(ku:)

までの ｢文化｣ と,(ku:)- mben6 ｢涯木｣

- kapa｢森｣までの ｢自然｣ とが層状に,

あるいは L6vi-Strauss風にいえば, 同心円

forest(kapa)

的に構成されていることがみてとれる｡

以上の分類体系において,ku:は暖味な位

置を有 している｡それは ｢文化｣にも,また

同時に ｢自然｣にも属す,両義的性格を有 し

ているのである｡彼 らによれば,それは危険

な場所である｡ 妊婦や子供がひとりで ku:に

出ることは禁 じられている｡

われわれは,表 1か ら出発 し,図 1に至 り,

そこに ｢文化｣ と ｢自然｣ の対立を見出し

た｡ ここでわれわれは再び表 1へ と戻る｡ わ

れわれは,表題にも示されているように,単

なる農耕ではな く,それ と,儀礼 とについて

述べてい く｡ それ故,儀礼をほとんどともな

わない,kopoおよび umaku:について,当

論考では扱わない｡ もちろん, このことは,

kopoあるいは umaku:が重要でない, と

意味 しているのではない｡例えば,経済的視

点か らみれば,彼 らの数少ない現金収入の一

つの源 としての換金作物 (主にコプラをつ く

るための桃子であるが)は,ほとんど全てが

kopoに生育するものである｡

ⅠⅠ 食 物

エンデ族の間でみ られる食物分類体系にお

いて,最 も重要な ものは,ka:と utaとの対
め し

立である｡Ka:という語の内包 としては,飯

(cookedrice,are),ヤム芋,キャッサバ,お

ku:
/

mbenさ mbe11LJ)

/ ＼ 〆 ＼umaghagha
＼kopo

umaghagha

village(nua)

図1 焼畑の時間的推移

よぴさまざまな果物などがあげ

られる｡ Uta とい う語は, 野

莱, 肉などを示す｡ これ ら二

つの語は,｢主食｣ と ｢副食｣,

あ るいは ｢ごほん｣ と ｢おか

ず｣, と訳す ことができるであ

ろう｡ちょうど日本語で ｢ごは

ん｣ とい う語 が いま 述 べ た

｢ごほん｣/｢おかず｣ の 双 方

を包含 して使われるように,エ

ンデ語においても,ka:という
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語は ka:/utaの上位概念 と して 使用 され

る｡

この食物の二つのカテゴ リーに対応 して,

｢食べる｣ という語, そ して ｢調理する｣ と

いう語 も, (その区別に従って) 別の ものと

なる｡｢食べる｣ という語は ka:/pesaであ

り, ｢調理する｣ という語は pidh6/nasuで

ある｡ 日常の食事はともか く,客が来た際な

どに出される食事は,必ず ka:と utaか ら

構成 されて いなければ な らない｡ その際,

ka:は宋の飯,そ して utaは煮た (raka)も

のでな くてはならない｡たとえ魚や肉 (これ

らは,野菜に比べて,より高 く評価 されるも

のなのだが)か らなっていても,それ らが煮

られていない限 り, それ らは uta とされな

い (例えば妙めた場合など)｡ このような 場

令,それ らは siekoroと呼ばれる｡この一

種の補概念であるところの siekoroは,字

義通 りには,｢塩- とうが らし｣ という意味

である｡ 強いて訳せば,｢つまみ｣ という語

が適当であろう｡

最後に,ka:となる作物のうちで特に稲が,

そ して uta となる作物のうちで 特にとうも

ろこしが,非常に細心の注意を もって栽培さ

れていることを示 しておきたい｡それは,お

のおのの 成長段階に 付された 詳細な 名称に

よって示 される｡ ここにとうもろこしの例だ

けをあげておこう｡ このシリ-ズは, とうも

ろこしがほんの少 し芽を出した状態か ら始ま

り,例えば ｢ある種の鳥がみえな くなるくら

いの大きさ｣ といった大きさについて述べ,

｢穂が出｣ て, どの くらい黄色 くなったかを

NorthCoast

SouthCoast
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述べ,最後に収穫に至るのである｡

Dalu(芽を出す)/dobi(ngewa)(1枚の葉

がみえる)/nindikodo(コド鳥がちょうど

隠れる)/potadakomosa(雄犬が隠れる)

/potafata(枯杖が隠れる)/pesimbuku(節

があ らわれる)/modadambukua(先がま

るくなる)/mbewa(花が出る)/hu:tolo(穂

が赤 くなる)/hu:tutiikomerhudhadhu

mongo (穂が枯れる)/donggotek6 (とか

げの背ほどにざらざらしている)/tea(熟 し

た)/teatu也 (熟 したものもあれば, もう

カチカチになったのもある)/tuti(畑一面カ

チカチになったとうもろこしだけである)/

sai (収穫)0

ⅠⅠⅠ 自 然 環 境

序論的意味を担う最後の章であるこの章に

おいては,エンデ族をとりま く彼 らの自然環

境,および彼 らによるその知覚について述べ

ていきたい｡

年間降雨量 (1917年) と季節風について,

図2に示す｡

著者の滞在 した年 (1979年8月-1981年3月)

に限っていえば,降雨量はより少な く,特に

4月か ら10月にかけては,ほとんど雨が降 ら

なかった｡

以上 は,統計的な資料である｡ この現実を

質料 として,彼 らがどのようにそれ らを知覚

しているのか,そのための枠組を以下 に示す｡

彼 らは, 1年のサイクルを範時化するい くつ

かの枠組を もっている｡ その一つは,雨,風

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

E.Monsoon

W.M. E_M .

図 2 年間降雨量,季節風 [Suchtelen1921]

の名前の継起によるも

のである｡それを蓑 2

で示そう｡

雨,風に彼 らがいか

に細心の注意を払って

いるか,がこの裏か ら

推測 し得る｡ 雨,風の
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表 2 両,風の名

Month Rain Wind

12 walaaeisi rlnggOtimbo

1 urasoso rerowete

wejubhoka
limbo一imbo

(ノ
】

bo:hu:wete

3,4,5 urak():manu

6

7 ringgorara rhotufoto

8 uradolufoto

9 penugetu ruplnutu rekiemo

10 penugetu

1l ruplnutu Wejubhoka

ほかにも,さまざまな自然現象が (農耕一

特に種播 き (tendo)との関連 において､)特別

な意味を担わされる｡例えば,dhero (イン

ドネシア名 dadap,ErythrialithoSPerma)の

葉が落ちるころには種播 きをする,あるいは

ndarhawawi(｢豚星｣ と呼ばれる赤い星)

がみえな くなるころ種播 きをする,などとい

う例がある｡

いわゆる月名 もまた存在する｡ 日本語,あ

るいはほかのい くつかの言語にみ られるよう

に,彼 らもまた,月を, (天体の) 月 と 同 じ

名 (wurha)で呼ぶ｡ しか しなが ら, ここで

は, 1カ月は,月の満欠けの 1周期 とは一致

しない｡ 彼 らにとって wurha という語は,

約30日くらいの時間の長さをいう語に過 ぎな

いのである｡

表 3に彼 らの月名を示す｡この表のうちで,

特 に問題 となるのは,Wurha Gha6 Ghena

である｡ この月は, さらに2, 3の別名を有

している｡ この月は, Wurha MeraMire

｢自由に生活する月｣ とも呼ばれる｡ この 名

称は,その期間の農閑期的側面を強調 してい

る｡結婚式が最 も頻繁に行われるのは, この

月である｡ 農作業を ｢俗｣, そ して この月を

｢聖｣ ととらえることも可能であろう｡

表 3 月 名

Name Month

WurhaNaju I beginnlngOr
rain

WurhaSoso ′) nood

MbarhuRie 3 famine

MbarhuRia 3 famine

WurhaRhekeRee 4 harvest

WurhaRhikeRia 5 afterharvest

(onemayplay
rhe'kef)

WurhaGhaeGhena 5-7 =MeraMere

WurhaSemboRewo 8-9 plannlngOf

thework

WurhaDhiro 9-10

Wurha且ana lト12

また,この月は,WurhaKubhuKu:｢曇の

月｣ とも呼ばれる｡ ｢晴れ｣ で も｢雨｣で もな

い,言い換えれば ｢暖味な｣天候である｢塁｣

は, エンデ 族に とってほ 危険な時である｡

例えば,rhonggombombo｢背中-穴｣ と呼

ばれる怪物が跳梁するのは,曇の時である｡

この期間はまた WurhaNderho とも呼ば

れる｡ ｢恐怖の月｣ と訳せよう｡ 彼 らによれ

ば, この期間に,彼 らの子供を狙 って,異人

たちによる (｢異人｣ とここで 一手方したが,

さまざまな説が彼 らの間で噴かれる- いわ

く,｢脱獄 した囚人だ｣,あるいはまた ｢キ リ
′ヾスト-･･ル

ス ト教の 神 父 が人をや とっているのだ｣等

等)首狩 りが行われるのである｡

L述 した 3種の名称 (WurhaMeraMere,

WurhaKubhuKu:,WurhaNderho)は,そ

れぞれ別様に, 当該の 期間の, (他の期間 と
しるし【

対立 して) 標 づ け られた 性格を表現 してい

る｡ この期間は,｢聖なる｣, そ して また 同

時に｢危険な｣ 一種の リミナル ･ピリオ ドな

のである｡
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ⅠⅤ 農耕サイクル-

Ⅰか ら ⅠⅠⅠまでにおいて, われわれはエン

デの農耕をみる上でぜひとも知暁 しておかな

ければな らない知識について概観 した｡ この

章において,諭は, 目的の一つ としてすでに

あげたエンデの焼畑の農耕サイクル,および

それに関連する諸儀礼の民族誌的叙述へと進

むこととなる｡焼畑耕作は,まず森の開墾か

ら始まる｡ 8月上旬である｡ 作業に先立ち,

kakiと呼ばれる儀礼が 行われる｡これは,

一つには,プラクティカルな目的として,他

人に ｢特定の 場所が, すでに 特定の個人に

よって,焼畑 となるべ く計画されている｣ と

知 らせ る目的を有す｡また同時に, この儀礼

は,森林に住む精霊 (nitupa'1')に,彼の計画

を知 らせるためのものでもある｡ 耕作者は,

畑 となる予定の森のその区画-行き,未来の

畑の中央やや上より (ほ とん ど全て の焼畑

は斜面に位置する)の部分に穴を掘 り,そこ

にまじないを した米 (bhonggi- 以下 ｢呪●●●●

米｣ と呼ぶ)を埋める｡その土 と,四隅から

とった土は,種播きの時まで各自の家屋に保

管される｡

先ほど, 土を とった 場所に (精霊に対す

る)供物を捧げた (su:wisuwutu)あと,そ

のまわ りに開墾の真似事をする｡ それは (彼

らの言に従えば)｢寝ている人を起 こすように

静かに,そ して少 しずつ行わねばな らない｡

一時に始めると,精霊が驚き,そして怒って

しまう｣ か らだ｡ある種の木 (nipanai｢蛇

-のぼる｣)を 2本用意 し, 豊作を占う｡ 儀

礼約詩 (soasorba)を唱えたあと, その 2本

の木を山刀で切る｡2本 とも切れたかどうか

で,その年の豊作を知るのである｡

Kakiを行なった次の日か ら本格的な開墾

が始まる｡木を伐採 し (poka),それを細か く

きざむ (kiti) という骨の折れる仕事が続け
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られる｡ ただし,kakiを行 った 場所に ある

1本の木は,伐採されない (kajumati｢木-

ほうってお く｣)｡ 伐採 し,切 りきざまれた木

はしばらく乾燥させ られ (wari),そして 9月

の中旬 ごろ焼かれる (jenggi)0Jenggiを行 う

日の朝,水分を とることは禁止される｡ 呪医

(atamarhi)が呼ばれる｡彼は,呪米,しょう

が (rhea),竹,エナウ郁子の繊維などを用意

する｡呪医がその家で呪米を撒いたあとに,

一行は umaへ向か う｡ 火は,umaの中央で

つけられる｡ 火をつける人間は赤系統の色の

服を着用する｡ 火をつけたあと, 彼は uma

の上へかけあがる｡ 火が彼についてい くよう

にである｡ 呪米 としょうがを噛み,それを火

に吹きかけ,呪医は竹を笛にして風を呼ぶ｡

種子の繊維は,火のまわ りをたたき,火を譲

導するものである｡

プラクティカルな意味では,火は郁子の葉

を束にしたもので uma中に広げられてい く｡

終わったあとに行われる儀礼はない｡ 翌 日か

らは, 燃えたものを 集めた り (sopi),燃え

残 ったものにもう 1度 (もちろん小規模に)

火をつける,あるいは水止め (ape)をつ くる

などの作業が続けられる｡ この間,儀礼は行

われない｡

10月か ら11月にかけて雨が降 り始める｡ 早

いところでは kopoにすでに 種播きを 始め

る｡ Umaghaghaの種播きは タイ ミングを

みはか らわれる｡ 本格的雨期に入る直前に行

わなければな らない｡遅すぎて も,早すぎて

も,作物に悪影響がある｡ およそ11月か ら12

月にかけて 行われる｡ 種播きの前 日,pam-

opoと呼ばれる儀礼が行われる｡ プラクティ

カルな目的は,共同作業をいままで続けてき

たものの間で umaを分割する(tararhanggi)

ことである｡ しか し, また同時に, 精霊 へ

の供物が とり行われ,彼 らの慰撫がはか られ

る｡

手順は次の通 りで あ る｡Kakiを とり行
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なった場所,即 ち,kajumatiのところへ行

き,まず呪米を撒 く｡ 竹の一節か らなる容器

の一つ一つに,用意 してきた (ふつ うの)莱

(赤および自),鶏肉,粟をつめ (総計 4本),

その場所で火 にかける｡ 料理に塩, とうが ら

しを使 うことは禁止 されている｡ 塩, とうが

らしは ｢熱い (petu)｣ ものである｡ この料理

を耕作者が共食す るのである｡ 食べ終わ った

あと,その竹を kajumatiに集め,積み重

ね,飯,調理 した鶏などが供物 として捧げ ら

れる｡ 火の跡は,郁子の水を もって (呪術的

に)｢冷た く (keta)｣される｡ 四隅に も,精
きん

霊 に 対す る供物が 捧げ られる｡ 供物 は, 金

(wea)の代替物 といわれる郁子の葉であんだ

飾 りと, 食物か らなる｡ 金は婚資 (ngawu)

の重要な構成要素であることを, ここにつ け

加えておこう｡ 1
以上の 儀礼 と 剛 寺に, 竹を 由いた もので

ulTlaが分割され, プラクティカルな 目的 も

果たされ る｡その 日の夜 ,家において,dh6ra

と呼ばれる儀礼が行われる｡ これは,祖先へ

供物を捧げることであり,彼 らの加護を請相

請願｣は,畑で行われる ｢精霊の 慰撫｣, 翌
ウイッチ

日行われる ｢妖術師 (ataporho)の撃退｣ と

合わせ, 焼畑儀礼 の 3本柱 となる 目的 であ

る｡

手順は以下の通 りである｡ いままでの儀礼

が極めて個人的で,当該焼畑の耕作者のみに

関わ っていたのに比 して,その参加者の範囲

はやや拡がる｡ もっとも,その範囲 も,確た

る原理に基づ くもの, というよ りむ しろ ｢交

友関係｣ といった暖味な ものであるのだが｡

儀礼参加者の集まったあと,家屋の中に呪米

が撒かれる｡ 家を 【一冷た く｣ するた めであ

る｡鶏を殺 し,その嘆,翼,内臓などが とり

除かれる｡ Keruar6と呼ばれる所作が行わ

れる｡これは,梯子の実を手にもち,一杯に

手を伸ば したあと,｢クルルル.･････J といいな

が ら,それを手元に引きよせて くる所作であ

る｡ これは,稲を手元にもって くること,即

ち豊作を願 って行われるのである｡

そ して,dhiraが行われる｡ これは, きれ

いに皿に盛 られた ka:と uta(第 ⅠⅠ葦参照)

か らなっている｡ 3人分 くらいつ くられるの

がふつ うだが,常に奇数でなければな らない｡

そ して,pamopoの時 と同様に,塩, とうが

らしを調味料 として使 うことは禁止されてい

る｡ Ka:および uta以外には,飲物 (コ-

ヒ-,柿子消 (moke)など),煙草, シリ･ピ

ナンなどが供え られる｡ その側に,明朝焼畑

に播 く穀類が容器 に入れ られ,並べ られる｡

その上 にもやはり供物がおかれる｡ 呪米を撒

普,呪医ない しは当事者 (もし彼に十分な知

識があれば,だが)が,soasorhaを唱える｡

次のような ものである｡

Asausu,natiwatt

Tekedhi:,pamapl:

Kajoembu,babaini,kaeari

Atandua,ataEnd6

Atakafi,atasurha

Maimbeja,sadsawi

Bou-sitembo,inggl-Sirho:

Maika:are,pesamanu

NdiaJabtendorhauRhirh6Padha

Jab0nosinduaneeura,wadsambunie

apu

Ja6tendotembu,wokabhoka

Rhombomacrhea,bhokamacngak6

Bho:rhombo rh6wa,wekawunumire

Mbiritiki,ngamba-kunai

Umaatadhiking6riatamere,atabhoko

ngergrhiwa

Ja6kemamboO,kewia6

Ndarhombo:,tinggambesi

Riwuu,ngasudedu

東 インドネシア 一 般にあてはまるのだが,
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ここエンデにおいて も,儀礼的言語はパ ラレ

リズムをな していて,翻訳は非常に難 しいG

しか し,イメージをつかむために有益 と思わ

れるので, ここにおおまかな 訳 を あげて お

く｡

始原の時か らわれわれは伝えてきた｡

曾祖父よ,祖父よ,父よ,母よ,兄弟よ,

山の人間も,海岸の人間も,

異教徒 も,ムス リムも,

さあやってこい,

飯を くい,鶏を食べよ｡

私は,今年 これこれの土地に種播きをす

る｡

雨がちょうどよく降 りますように,

種を播けば芽を出し,

新芽 も枯れずに伸びていきますように,

小 さい焼畑 も大きい焼畑のようになりま

すように,

働けば豊作になり,

収穫で家 もしなるほ どにな ります よ う

に｡

Soasorhaを唱え終わると, 家屋のさまざ

まな場所に供蟻がなされ,共食が行われる｡

Dh6ra に使 った食物 も食べ られる｡ それは

｢祖先の下で (wenaatamata)食べる｣ と表

現される｡ その翌朝,挿播きが行われる｡ 村

を 最初に 出るのは 女たちである｡ 一種の寵

(mborha)を背負い, 彼女 らは出発する｡ 村

を出る際に,彼女 らは炉の灰を撒き,それを

またぎ越す｡ これを越すと,彼女 らは ｢清潔

になる (rionasakomakirha)｣のである｡

焼畑に着 くと,男たちは kajumatiの場所

に,matangiaと呼ばれる儀礼場をつ くり始

める｡ それは,一言でいえば,木の枝の幹を

もってつ くった長方形である｡ それぞれの辺

に使われる木の種類,杭に使 う木の種類 も定

められている｡ その上側,下側に sanggaと

呼ばれる供物場がつ くられる｡ これは妖術師
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を撃退するものである｡Matangiaができあ

がると,呪医がそこに陣どり,尖 らせた竹で

その場所に 穴を 掘 り, 籾を播 く｡ 土地の主

(mosarhaki)もそこに 参加する｡ 即ち,｢最

初の種播き｣が行われたのである｡ 播いた場

所に石をおき, その上に供物を捧げる｡ こ

れは ｢大地に 食物を 捧げる (patika:tana

watu)｣のである｡

棒で郁子の実をつつき,その後,それを二

つに割り, その水を撒 く｡ ｢冷た く｣ するた

めである｡ さまざまな飾 りが matangia に

つけられる｡ それ らは婚資を構成するもので

もある｡ 処女が matangia の前にすわる｡

彼女は髪を結 ってはな らない｡彼女の前に寵

がおかれ, そこに籾が注ぎ込 まれ る｡ 彼 女

は,い く粒かの籾をとり,それを郁子の水,

果肉と一緒に口に含む｡岨曝 したあと,籾の

山に向かって吐きつけるC そして種播きが行

われる｡

種播きは,女がつばを吐きかけたその籾を

使って行われる｡ 人々は横一列に並び,焼畑

の下の方か ら上方-向けて,掘棒を使いなが

ら播いてい く｡ この時には,村の人々,ある

いは親族 らを呼び,なるべ く多人数で行 う｡

時には榔子酒がふるまわれ,敬 (dow6)がう

たわれる｡ 焼畑に隣接 して森林がある場合,

そこに小区画をつ くり,赤い種類の米が播か

れる｡ これは,森林に住む (そしておそらく

は,そこの焼畑か ら追い出された)精霊に捧

げた焼畑である｡

米, とうもろこしは全 く同じ場所に播かれ

る｡ 粟は,焼畑の外縁部にのみ播かれる｡米,

とうもろこしの種播きの際の禁忌はない｡粟

を播 くのは女性で,髪はほどき,播いている

間喋 ってはならない｡夕方 ,matangiaにお

いて,呪医が keruを行 う｡ そして,彼は,

｢最初の種播き｣ に使 った 竹を, matangia

の中央につきたてる｡供物を捧げたあと,柿

子の水で,｢冷た く｣するために,手を洗 う｡
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種播きが終わると,また,小屋 (rhepa)づ く

り,雑 草とり (k6a)の重労働が始まる｡収穫

に至 るまでは,儀礼はほとんど行われない｡

2月中旬ごろか ら, とうもろこしが熟 し,

食べ られるようになる｡ しか し,儀礼を行な

っている焼畑で とれたとうもろこしは,まだ

utaにしてはな らないoIT章ですでに述べた

ように,utaにするということは即 ち煮るこ

とであ り,焼 くことなどは許されているo と

うもろこしが乾ききり,その収穫が本格的に

行われる4月中旬 ごろ,pesauta(あるいは

rakajawa)と呼ばれる儀礼が 行われる｡ こ

の儀礼のあとはじめて, とうもろこしを uta

にすることが許 され,また (いままで食べる

ことを全 く禁 じられていた)特定の個人 (ata

nganga- その家族の 青年あるいは男児か

ら,ふた り選ばれる)がそのとうもろこしを

食べることが許されるのである｡

儀礼の次第は次のごとくである｡

銅経の鳴る中をひとりの男が,畑へ とうも

ろこしをとりに行 く｡彼は寵 (mboro)にと

うもろこしを入れ,戻 って くる｡ 窓を通 って

家へ入 る｡ 呪医が呪米にま じないを し,鶏に

与え,その鶏を殺す｡血を とうもろこしにた

らす｡ とうもろこしの皮を剥ぎ,土製の容器

(anga)に入れる｡ 皮をむ く際, その 粕が落

ちてはな らない｡一粒落ちると,関係者のう

ちひとりが死ぬ, といわれている｡ この間,

喋 ることは禁 じられている｡ とうもろこしが

鍋に入れ られると,禁忌が とかれる｡ Dh6ra

が行われる｡調理 されたとうもろこしをとり

出し,呪医はそれを atangangaに食べさせ

る｡ Atangangaは自分で とうもろこしを も

っ ことはない｡ここにおいて も,粒が落ちる

ことは禁忌である｡ その後, とうもろこしの

皮やそのほかのごみ, 呪米を手にし,秦加者

はそれを床下に落 とすべ く,みがまえる｡ 合

図 と同時に, 音を たててそれを 床下に 落 と

す｡

家か ら出,atangangaは空をみあげ,当夜

の月齢について白間自答する｡その後,共食

が行われ,儀礼は終わる｡稲の収穫 (5月上

旬一中旬) と,その儀礼 neti piso (5月中

旬-下旬)は, 上記の とうもろこしに関する

儀礼 と,内容についていえば,ほとんど変わ

るところ がないので, 細かい 叙述は割愛す

るo

この二つの 儀礼 (しば しば llgguajawa/

ngguaare.即 ち ｢とう もろ こ しの儀 礼｣/

｢米の儀礼. と呼ばれる)が ,ll章で述べた

食物分類体系 と整合的であることは,あえて

餐言を要さないであろう｡ つけ加えてお くべ

きことは, これ ら二つの儀礼の関与する親族

領域は,家族,ない しはそれよ りやや広い リ

ニッジとで も呼ぶべき,wajal)という集団で

ある, ということである｡ このことは,次章

との関連において重要 となる｡

V 力- ･ウヴィ (I(a･.Uwi)

一連の農耕儀礼の中で, クライマックスを

形成するのか, カー ･ウヴィ (｢ヤム芋を食

べるー｣) と呼ばれる儀礼である｡

民族誌的車実の提示か ら始める｡ この儀礼

は, 現在は しっの村落が行なって お り, (年

によって変異があるだろうが)おおよそ 6月

上旬か ら始まり, 7月中旬には全てのカー ･

ウヴィの 儀礼が 終わる｡ 各村落に おいて,

カー ･ウヴ ィは, 一晩の 儀礼 と, その 後の

(原則的に)四 日四晩の ｢忌み (pire)｣ か ら

な りたっている｡各村のカー ･ウヴ ィは,そ

れぞれに共通点 と相違点を有 している｡ ここ

では,ある一つの村を例にとり,以下叙述を

進める｡

儀礼前の 禁忌 は次のような もので ある｡

1)親族組織 について は, いずれ稿を あ らためて

述べる予定である｡
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Mosarhakiと, 彼 とキョウダイ関係2) にあ

るひとりの 既婚女性に課せ られる もので あ

る｡ 彼 らは ia(これはuta-pesaのカテゴ リ-

に属す)と,uwi(ka:のカテゴ リー)を食べ

てはな らない｡彼 ら以外の人間も,それ らを

食べる場合,隠れて食べねばならない｡儀礼

は,夕方 (kepu),畑か らとってきた芋を村に

入れることか ら始まる｡芋は,村の中央にあ

る,村の象徴である石塔 (tubumusu)にお

かれ,そこか ら,儀礼歌をともなって,儀礼

の家へ運び込まれる｡

屍が閉ざされ,ここにおいて,儀礼の家の

内/外は明確に区別される｡外においてはさ

まざまな遊びが行われるが,｢内｣ には 厳格

な禁忌が課せ られる｡ おな ら,大便,小便,

大声での 話合いは禁 じられる｡ 芋が 広 げら

れ,その上に呪米がおかれ数が数え られる｡

それ らの芋の中か らuwiraja｢王一芋｣が選

ばれる｡ 皮が剥がれる｡ 皮は床下に落 とされ

ない｡鶏が殺され,その血が uwirajaにた ら

される｡ほかの芋 も同様にし,anga に水 と

一緒に入れ,煮 られる｡ 丘a,米なども同時に

調理される｡Uwirajaは,angaの中央に入

れ られるが,決 して火が通る (mboto)こと

はない｡生煮えの状態になる｡ もし,調理 さ

れて しまったならば,それは当事者の死,当

該村落の不幸を意味する｡

儀礼の家のもう片方の隅で,祖先-の供物

が ととのえ られる｡ 芋をとり出す｡Uwiraja

がまず 最初に 食べ られる｡ その ほかの芋 も

ia,米などと一緒に食べ られる｡

翌朝,村落の全員を呼び,昨夜,儀礼の家

で調理 した芋, 米 ,iaなどが 分割される.

残 ったものはござの上にお く｡ まだ床下 に落

としてはいけない｡カー ･ウヴィの最後を示

す rhenggineiという儀礼が続いて 行われ

2) これは｢ari-kae関係｣の翻訳である｡親族

用語であるが,本稿では詳述しない｡
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る｡ Mosarhakiが足を 伸ばしてすわる｡ 足

の下には, 山刀 (特に ghaghaの時使われ

る),ナイフ (収穫の時使われる) をおき,

とには kadhoと呼ばれる盆状の物をおき,

その上にカー ･ウヴィで使われた器物 (anga

など)をお く｡ 呪米を kadhoの上にお く｡

ひとりの男が keruを行いなが ら,郁子酒 と

水を混ぜた ものを mosarhakiに注ぎかける｡

Mosarhakiは, 盆か ら呪米をとり, それを

kakiの儀礼に使 うために各人に分 け与える｡

床下に全ての物が落 とされる｡

Mosarhakiは, 濡れた衣服を, 村の中央

の石塔でとり替える｡

以上で儀礼の記述を終わる｡以下,その分

析へと論を進める｡ 分析は二つのレグェルで

行われる｡一つは ｢社会｣ に関するレグェル

であり,一つは ｢象徴｣に関するレグェルで

ある｡ 一つは機能主義的分析であり,一つは

構造主義的それである, といえよう｡

カー ･ウヴィ以外の儀礼の記述において,

社会的脈絡-の言及はされなかった｡それ ら

の儀礼自体,非常に狭い社会的含意 しか有 し

ていなかったのである｡ 儀礼に関与するもの

は,耕作当事者か ら始まり,せいぜい彼の ミ

ニマル ･リニッジまでにしか広が らない｡

カー ･ウヴィに おいて 様相は 一変 する｡

カー ･ウヴィは,二重の意味で,他の諸儀礼

よりも広い 社会的含意を 有 しているので あ

る｡

第 1に問題 となる社会的脈絡は,村落であ

る｡ ほかの諸儀礼において,村落は全 く関与

的ではなかった｡個々の家,あるいは リニッ

ジの成員によって,いわば,勝手に各儀礼は

とり行 われるのである｡ カー ･ウヴィ にお

いて,儀礼は村単位で行われる｡それは前述

した儀礼の記述か らも明 らかである｡さらに

は, それを 象徴的に表現 している ものとし

て,次のような ものがあげ られる :カー ･ウ

ヴィの行われる村の両端 (｢薗 (urhu)｣/｢尾
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(6ko)｣) に,郁子の薬がおかれ る｡.四 日四晩

の間, この種子の葉 のおかれた村への出入 り

は禁止 され る｡あるいはまた,芋が村 に入 る

時, まず村の象徴である石塔- もた らされる

ことも, ここにあげることができる｡ 第 2に

問題 と なる社会的脈絡 は, よ り広 い 共同体

(tana)である｡まず, この ｢共同体｣ の性格

について述べよ うoTanaは名づ け られてお

り (当論文の対象領域 は TanaRhorho と呼

ばれ る),一つの 汚村か ら発祥 した という意

識を共有 している｡ TanaRhorh()の場合,

母村 は Kepiと呼ばれる｡ 当該共同体の各村

で行われ るカー ･ウヴ ィは,Kepiが ｢与え

た (pat呈)｣/｢分 けた (bagi)｣3) ものである｡

カー ･ウヴィを行 うべ き村の順番 は厳格に定

め られてお り,それを乱 した (ndor6 ｢追い

抜 く｣) 場合, 7年間儀礼をす ることを許 さ

れない｡

上記のカー ･ウヴィを行 う村落の統一 は,

"Se-ngguaSe-mbapu''という言葉で 表現 さ

れ る｡"Se-ngguaSe一mbapu"とは,｢儀礼を

同一 にす る｣ という意味であ り,集団を指す

というよ り,む しろ集団組織化の原理を指す

語である｡ カ- ･ウヴ ィ以外の儀礼,即 ち,

pesauta や netipiso において関与的であ

る集団 (waja ｢ミニマル ･リニ ッジ｣) の内

部構成原理 もまた ,"Se-ngguaSe-mbapu"と

呼ばれ る｡ ここでは,waja同士の対立が 問

題 となる｡ カー ･ウヴィにおいては,共同体

同士の対立が問題 となる｡ 日常生活 において

ほ とん ど関与的ではなか った同一共 同体-の

帰属意識が, カー ･ウヴ ィという場で再確認

され るのである｡

村落の場合 も,共同体の場合 も,それ らは

3)｢与える｣という語が適用される時,当該の二

者間の 関係が wifTe-givinggroup/wife-taking

groupの関係であることが示される｡ ｢分 け

る｣ という語の場合,二者はキョウダイ関係

にある｡

｢土地｣ を通 じての集団組織化である｡ われ

われは, カ- ･ウヴィについて,次のように

結論づ けることができよう｡ カー･ウヴィは,

｢土地｣ を通 じた組織の再確認の儀礼である,

と｡当論考で は扱わないが,いわゆる 】ー通過

儀礼｣ は,エンデにおいては ｢血｣を通 じた

組織の再確認の儀礼である｡ これ ら2秤の儀

礼が補完的対立をな していることがみて とれ

る｡

次に,われわれは, カー ･ウヴ ィにおいて

操作 され る象徴群の解釈へ と進 もう｡まず儀

礼の時間的側面 に目を向ける｡

カー ･ウヴィの開かれ るのは,すでに述べ

たように, 6月か ら7月にか けて で あ る｡

この時親は,111章ですでに述べた よ うに,

WurhaMeraM6re,即ち,危険な リミナル ･

ピリオ ドなのである｡ また, カー ･ウヴィ

は,｢曇_｣ の時期 に開かねは な らぬ ともいわ

れ る｡

この時期 は, また,焼畑 (uma)の分類体

系 にも関わ って くる｡即 ち, この時期 は,収

穫のあ とであ り,umaghaghaが全て ku:に

変わ る時期なのである (Ⅰ章参照)｡ Ku:もま

た,妊婦,子供 らがひとりでそ こに行 っては

な らない ｢危険な｣場所である｡ そ して,そ

れは,図 1にみ られ ることく,分類体系 にお

ける リミナルなポジションを占めているので

ある｡ さらに, 1日の 時間区分で いえば,

カー ･ウヴィは kepu に始め られ る｡ Kepu

は, (ほかの 諸社会 にみ られ るごとく) 悪霊

の跳梁 し, 妖術師が その妖術を 行 う ｢危険

な｣時間帯である｡上述 した ことか ら,次の

よ うにい うことができよ うO即ち, カー ･ウ

グィは, リミナルな属性を もつ時間帯 に設置

され,そ こにおいて明確 な境界を形成す る,

と｡ それ は,kakiのための 呪米を 分配す る

のが カー ･ウヴィにおいてである, という事

実 によって も再認 され る｡

カー ･ウヴィの儀礼 が 次の二 つの 目的 を
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もっていることが, ここで判明 した｡即ち,

プラクティカルな 目的 としては,｢土地｣ を

媒介にした組織への帰属の再確認であり,呪

術的な目的としては, リミナル ･ピリオ ドに

おける境界の設定である, と｡

VI 残 る 問 題

当論考は,冒頭に述べたように,農耕儀礼,

特にカー･ウヴィの説明を目標点に設定 し,そ

のために必要な民族誌的事実を辿ってい く,

という構成を とっている｡ それ故, その間

題 と直接,関連 しないものはとり扱わなかっ

た｡それ ら残る問題のうち,最 も発展の可能

性の高いものを, ここでとりあげよう｡ それ

は,カー ･ウヴィの対象についてである｡即

ち,｢なぜ uwiなのか,なぜ iaなのか｣ と

いうことである｡

この間題は,より広いパースペクテイヴを

とらずには解決され得ない問題である,と筆

者には思われる (それ故 ｢発展性がある｣ と

考えるわけであるが)｡ 即ち, 当論考で全 く
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触れなかった,tana同士の対立が問題 となる

はずなのである｡ 彼 ら白身,彼 らの世界内に

ある (即ち近隣の)ほかの諸共同体の儀礼を

熟知 している｡それに言及する際,彼 らはそ

の差異について強調する｡

このことか ら,次のような予測がなされる｡
トランスフォーム

即ち,儀礼は共同体間で 変 形 されている

のである｡ あるいは言葉を換えれば,体系は,

-共同体内の象徴操作にではな く,共同体間

という場における象徴操作に見出され得るの

である, と｡ この拡大されたパースペクテイ

ヴは,最終的には, (論考の 冒頭に 述べた)

ナゲ ･ケオ/エンデ/ リオという,即ち中部

フローレスという一つの文化領域にまで達す

るであろう｡
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